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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第105期
第１四半期
連結累計期間

第106期
第１四半期
連結累計期間

第105期

会計期間
自　2020年４月１日
至　2020年６月30日

自　2021年４月１日
至　2021年６月30日

自　2020年４月１日
至　2021年３月31日

売上高 （千円） 5,640,359 6,780,442 21,815,517

経常利益又は経常損失（△） （千円） 407,116 △237,075 599,976

親会社株主に帰属する四半期

（当期）純利益又は親会社株主に

帰属する四半期純損失（△）

（千円） 578,815 △219,313 729,411

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 583,189 △204,908 829,667

純資産額 （千円） 16,020,603 15,969,654 16,172,001

総資産額 （千円） 25,382,145 26,431,697 26,615,970

１株当たり四半期（当期）純利益

又は１株当たり四半期純損失

（△）

（円） 150.94 △57.14 190.18

潜在株式調整後１株当たり四半期

(当期)純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 63.12 60.42 60.76

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益は、潜在株式が存在しないため、記載していない。

３．１株当たり四半期(当期)純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式

数については、「株式給付信託(BBT)」及び「株式給付信託(J-ESOP)」が保有する当社株式を控除対象の自

己株式に含めて算出している。

４．「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日）等を当第１四半期連結会計期間の

期首から適用しており、当第１四半期連結累計期間に係る主要な経営指標等については、当該会計基準等を

適用した後の指標等となっている。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

に重要な変更はない。

　また、主要な関係会社についても異動はない。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ない。

　なお、重要事象等は存在していない。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1）経営成績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、一部で回復の兆しが見られたものの、新型コロナウイルス

感染者数の再拡大による度重なる緊急事態宣言の発出などに伴う経済活動の抑制等により、先行きが不透明な状

況が続いている。

　当社グループの関連業界においては、国内の建設需要は全般的に低調に推移しているなか、主原料である鉄ス

クラップ価格および合金鉄等の諸資材価格は、海外需要が旺盛に推移していることにより高騰し、大幅なコスト

アップを余儀なくされ、厳しい状況となった。

　このような環境のもと、当社グループとしては、製造コスト低減に加え、異形棒鋼の輸出、土木用加工製品の

拡販等により製品販売数量の確保に努めるとともに、コスト上昇分を製品販売価格への転嫁を進めている途上で

ある。

　この結果、当第１四半期連結累計期間における売上高は6,780百万円（前年同四半期比20.2％増）、経常損失

は237百万円（前年同四半期は407百万円の経常利益）、親会社株主に帰属する四半期純損失は219百万円（前年

同四半期は578百万円の親会社株主に帰属する四半期純利益）となった。

 

(2）財政状態の分析

①　資産

　当第１四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末に比べ184百万円減少して、26,431百万

円となった。

　これは主に、現金及び預金の減少（前連結会計年度末比2,020百万円の減少）、棚卸資産の減少（前連結会計

年度末比307百万円の減少）などにより、流動資産が前連結会計年度末に比べ1,824百万円減少して、13,835百万

円になったことによるものである。

②　負債

　当第１四半期連結会計期間末における負債合計は、前連結会計年度末に比べ18百万円増加して、10,462百万円

となった。

　これは主に、支払手形及び買掛金の増加（前連結会計年度末比600百万円の増加）などにより、流動負債が前

連結会計年度末に比べ109百万円増加して、7,243百万円になったことによるものである。

③　純資産

　当第１四半期連結会計期間末における純資産合計は、前連結会計年度末に比べ202百万円減少して、15,969百

万円となった。

　これは主に、親会社株主に帰属する四半期純損失219百万円の計上などにより、利益剰余金が前連結会計年度

末に比べ222百万円減少して、12,528百万円になったことによるものである。

　また、自己資本比率については、前連結会計年度末の60.8％から0.4ポイント減少して、当第１四半期連結会

計期間末には60.4％となった。
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(3）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はない。

 

(4）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はない。

 

(5）研究開発活動

　当第１四半期連結累計期間の試験研究費の総額は、4百万円である。

　なお、当第１四半期連結累計期間において当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。

 

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項なし。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 11,190,000

計 11,190,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2021年６月30日）

提出日現在
発行数（株）

（2021年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可

金融商品取引業協会名
内容

普通株式 3,994,000 3,994,000
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数は100株

である。

計 3,994,000 3,994,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項なし。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　該当事項なし。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項なし。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

2021年４月１日～

2021年６月30日
－ 3,994,000 － 1,969,269 － 1,399,606

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（2021年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしてい

る。

①【発行済株式】

    2021年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

－ －
普通株式 69,200

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,914,300 39,413 －

単元未満株式 普通株式 10,500 －
１単元（100株）未満の

株式

発行済株式総数  3,994,000 － －

総株主の議決権  － 39,413 －

（注）１　「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式60株が含まれている。

２　「完全議決権株式（その他）」には、「株式給付信託（BBT）」及び「株式給付信託（J-ESOP）」の信託財産

として、株式会社日本カストディ銀行（信託Ｅ口）が保有する株式88,700株（議決権の数887個）が含まれて

いる。

 

②【自己株式等】

    2021年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

北越メタル株式会社

新潟県長岡市蔵王

三丁目３番１号
69,200 － 69,200 1.7

計 － 69,200 － 69,200 1.7

（注）１　上記のほか、当社所有の単元未満株式60株がある。

２　「株式給付信託（BBT）」及び「株式給付信託（J-ESOP）」の信託財産として、株式会社日本カストディ銀行

（信託Ｅ口）が保有する株式88,700株については、上記自己株式等には含まれていないが、四半期連結財務

諸表においては自己株式として表示している。

 

２【役員の状況】

　該当事項なし。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成している。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2021年４月１日から2021

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、高志監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,190,500 4,169,707

受取手形及び売掛金 2,077,719 2,421,396

電子記録債権 3,037,711 3,360,332

商品及び製品 2,201,979 2,260,552

仕掛品 373,913 59,192

原材料及び貯蔵品 1,445,130 1,393,744

未収還付法人税等 49,763 38,970

その他 291,042 165,730

貸倒引当金 △7,478 △34,171

流動資産合計 15,660,282 13,835,455

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 9,733,888 9,762,330

減価償却累計額 △7,021,086 △7,078,566

建物及び構築物（純額） 2,712,801 2,683,763

機械装置及び運搬具 23,200,121 23,376,121

減価償却累計額 △18,816,788 △18,950,693

機械装置及び運搬具（純額） 4,383,332 4,425,428

工具、器具及び備品 2,375,018 2,377,108

減価償却累計額 △1,919,760 △1,931,289

工具、器具及び備品（純額） 455,258 445,818

土地 1,824,759 1,821,113

リース資産 11,370 11,370

減価償却累計額 △7,976 △8,427

リース資産（純額） 3,394 2,942

建設仮勘定 160,490 209,339

有形固定資産合計 9,540,036 9,588,406

無形固定資産   

ソフトウエア 13,639 15,272

その他 4,058 4,025

無形固定資産合計 17,698 19,298

投資その他の資産   

投資有価証券 1,074,640 1,107,326

繰延税金資産 248,961 328,625

その他 78,104 1,556,337

貸倒引当金 △3,752 △3,752

投資その他の資産合計 1,397,953 2,988,538

固定資産合計 10,955,688 12,596,242

資産合計 26,615,970 26,431,697
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2021年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2021年６月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 3,989,352 4,590,229

電子記録債務 620,071 618,169

短期借入金 450,084 450,084

未払法人税等 60,545 31,718

環境対策引当金 5,443 53,342

その他 2,008,951 1,500,166

流動負債合計 7,134,448 7,243,709

固定負債   

社債 100,000 100,000

長期借入金 2,162,339 2,049,818

執行役員退職慰労引当金 13,440 15,882

役員株式給付引当金 16,950 12,276

従業員株式給付引当金 － 3,411

環境対策引当金 798 798

退職給付に係る負債 918,788 938,800

資産除去債務 21,159 21,214

その他 76,045 76,132

固定負債合計 3,309,521 3,218,333

負債合計 10,443,969 10,462,043

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,969,269 1,969,269

資本剰余金 1,441,113 1,441,113

利益剰余金 12,750,641 12,528,588

自己株式 △177,688 △172,387

株主資本合計 15,983,335 15,766,583

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 193,881 208,286

退職給付に係る調整累計額 △5,215 △5,215

その他の包括利益累計額合計 188,665 203,070

純資産合計 16,172,001 15,969,654

負債純資産合計 26,615,970 26,431,697
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

売上高 5,640,359 6,780,442

売上原価 4,483,142 6,278,437

売上総利益 1,157,217 502,004

販売費及び一般管理費 779,147 769,091

営業利益又は営業損失（△） 378,069 △267,086

営業外収益   

受取利息及び配当金 24,893 24,556

その他 10,109 10,057

営業外収益合計 35,003 34,614

営業外費用   

支払利息 1,737 3,190

設備賃貸費用 1,057 1,034

支払補償費 433 －

貸倒引当金繰入額 2,145 －

その他 583 377

営業外費用合計 5,956 4,602

経常利益又は経常損失（△） 407,116 △237,075

特別利益   

固定資産売却益 1,355 9

負ののれん発生益 ※１ 344,312 －

保険解約返戻金 － 1,540

受取保険金 － 35,143

特別利益合計 345,668 36,693

特別損失   

減損損失 2,794 3,645

固定資産除却損 5,208 2,212

ゴルフ会員権評価損 1,500 －

環境対策引当金繰入額 － 49,219

支払補償費 － 35,325

特別損失合計 9,503 90,402

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期

純損失（△）
743,281 △290,783

法人税等 164,466 △71,470

四半期純利益又は四半期純損失（△） 578,815 △219,313

親会社株主に帰属する四半期純利益又は

親会社株主に帰属する四半期純損失（△）
578,815 △219,313

 

EDINET提出書類

北越メタル株式会社(E01260)

四半期報告書

10/19



【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間
(自　2020年４月１日
　至　2020年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2021年４月１日
　至　2021年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） 578,815 △219,313

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 4,373 14,405

その他の包括利益合計 4,373 14,405

四半期包括利益 583,189 △204,908

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 583,189 △204,908

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（継続企業の前提に関する事項）

　該当事項なし。

 

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　該当事項なし。

 

（会計方針の変更）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号　2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしている。これにより、当

社グループの国外輸出販売において従来、製品の出荷時点をもって収益を認識していたが、顧客と合意した地点

に製品が到着した時点で、履行義務が充足されたと判断し収益を認識するよう変更している。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、当第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、当第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用している。ただし、

収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取扱いに

従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用していない。また、収益認識会

計基準第86項また書き（１）に定める方法を適用し、当第１四半期連結会計期間の期首より前までに行われた契

約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影響額を当

第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減している。

　この結果、当第１四半期連結会計期間の売上高は187,887千円、売上原価は156,676千円それぞれ減少し、営業

損失、経常損失及び税金等調整前四半期純損失は31,210千円それぞれ増加している。

　また、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　2020年３月31日）第28-15項に定める経

過的な取扱いに従って、前第１四半期連結累計期間に係る顧客との契約から生じる収益を分解した情報を記載し

ていない。

 

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号　2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号　2019年７月４日）第44-２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基

準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしている。これによる、四半期連結財務諸表へ

の影響はない。

 

（追加情報）

　新型コロナウイルス感染症の今後の広がり方や収束時期等を含む仮定については、当社グループが現時点で入手

している情報等を踏まえ、前事業年度の有価証券報告書（重要な会計上の見積り）の記載から重要な変更はない。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　該当事項なし。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

１　保証債務

次の関係会社について、仕入先からの仕入債務に対し債務保証を行っている。

 
前連結会計年度
（2021年３月31日）

当第１四半期連結会計期間
（2021年６月30日）

株式会社コーテックス 59,936千円 49,092千円
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（四半期連結損益計算書関係）

　※１　負ののれん発生益

　前第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

　株式会社コーテックスの株式を取得したことによる企業結合時の同社時価純資産額と、同社株式の取得原価

との差額344,312千円を「負ののれん発生益」として特別利益に計上している。

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第１四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりである。

 
 
 

前第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

減価償却費 208,338千円 262,561千円
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（株主資本等関係）

前第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年５月19日

取締役会
普通株式 232,127 60.00 2020年３月31日 2020年６月１日 利益剰余金

（注）2020年５月19日取締役会決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」制度の信託財産として株式給付

信託が保有する当社株式に対する配当金2,010千円が含まれている。

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項なし。

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項なし。

 

当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2021年５月19日

取締役会
普通株式 19,623 5.0 2021年３月31日 2021年５月31日 利益剰余金

（注）2021年５月19日取締役会決議による配当金の総額には、「株式給付信託（BBT）」及び「株式給付信託(J-ESOP)」

制度の信託財産として株式給付信託が保有する当社株式に対する配当金443千円が含まれている。

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の

末日後となるもの

　該当事項なし。

 

３　株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項なし。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間（自　2020年４月１日　至　2020年６月30日）

　当社グループは、「鉄鋼事業」の単一セグメントであるため、記載を省略している。

 

当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

　当社グループは、「鉄鋼事業」の単一セグメントであるため、記載を省略している。

 

（金融商品関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略している。

 

（有価証券関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略している。

 

（デリバティブ取引関係）

　四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略している。
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（企業結合等関係）

　該当事項なし。

 

（収益認識関係）

　当社グループは、鉄鋼事業の単一セグメントであり、財又はサービスの種類別に収益を分解した情報は以下のと

おりである。

 

　当第１四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年６月30日）

（単位：千円）

 
報告セグメント

合　計
鉄鋼

国内棒鋼・線材

輸出棒鋼・線材

国内形鋼・特殊棒鋼

輸出形鋼・特殊棒鋼

土木製品

建築製品

その他部門

3,765,642

663,099

687,724

1,225

582,427

893,263

187,057

3,765,642

663,099

687,724

1,225

582,427

893,263

187,057

顧客との契約から生じる収益 6,780,442 6,780,442

その他の収益 － －

外部顧客への売上高 6,780,442 6,780,442

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

項目
前第１四半期連結累計期間
（自　2020年４月１日
至　2020年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2021年４月１日
至　2021年６月30日）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損

失（△）
150円94銭 △57円14銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株式

に帰属する四半期純損失（△）（千円）
578,815 △219,313

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益

又は親会社株式に帰属する四半期純損失（△）（千

円）

578,815 △219,313

普通株式の期中平均株式数（株） 3,834,835 3,837,940

（注）１．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため、記載していない。

２．普通株式の期中平均株式数の計算において控除する自己株式に、「株式給付信託（BBT）」及び「株式給付

信託（J-ESOP）」が保有する当社株式を含めている。なお、「株式給付信託（BBT）」及び「株式給付信託

（J-ESOP）」が保有する当社株式の期中平均株式数は、前第１四半期連結累計期間33,500株、当第１四半期

連結累計期間86,800株である。
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（重要な後発事象）

(合弁会社（子会社）の設立）

　当社は、2021年７月26日開催の取締役会において、共和コンクリート工業株式会社との間で業務提携（以下「本

業務提携」）を行うことおよび共和コンクリート工業株式会社と共同で合弁会社設立を決議し、７月27日付で「業

務提携基本契約」および「合弁会社設立契約」を締結した。

 

１．業務提携および合弁会社設立の理由

　昨今の気候変動の影響により気象災害の激甚化・頻発化に加えて老朽化したインフラ整備の加速化の中、建設作

業現場での慢性的な技能労働者不足に対し現場の工期短縮、品質の安定化、安全性の向上といったことが社会的課

題となっている。

　鉄筋の製造・加工に関する技術、ノウハウを持つ当社と、コンクリート製品の製造に関する技術、ノウハウを持

つ共和コンクリート工業株式会社が、それぞれの強みを持ち寄ることで技能労働者の持つ課題や国土強靭化に向け

た課題の解決に向け鉄筋入りコンクリート構造物の研究開発および製造販売を促進することを目的としている。

 

２．合弁会社の概要

（１）商号　　　　　　　　　株式会社イノヴァス

（２）所在地　　　　　　　　東京都豊島区南大塚３丁目10-10　いちご南大塚ビル３Ｆ

　　　　　　　　　　　　　　（共和コンクリート工業株式会社東京本社内）

（３）代表者の役職・氏名　　代表取締役社長　武仲　康剛

（４）事業内容　　　　　　　① 鉄鋼二次製品の製造、加工および販売

　　　　　　　　　　　　　　② 鉄筋入りコンクリート構造物に付帯する部材の仕入れおよび販売

　　　　　　　　　　　　　　③ 鉄筋入りコンクリート構造物の研究開発

　　　　　　　　　　　　　　④ ①～③に付帯または関連する一切の業務

（５）資本金　　　　　　　　10百万円

（６）設立年月日　　　　　　2021年７月27日

（７）出資比率　　　　　　　北越メタル株式会社：51.0％、共和コンクリート工業株式会社：49.0％

 

３．合弁会社設立の相手先の概要

（１）商号　　　　　　　　　共和コンクリート工業株式会社

（２）本店所在地　　　　　　北海道札幌市北区北８条西３丁目28番地

（３）代表者の役職・氏名　　代表取締役社長　本間　丈士

（４）事業内容　　　　　　　土木建築用コンクリート製品の企画開発および製造・販売

　　　　　　　　　　　　　　土木建築工事の設計・施工管理、その他付帯業務

（５）資本金　　　　　　　　300百万円

（６）設立年月日　　　　　　1955年５月12日

 

２【その他】

　2021年５月19日開催の取締役会において、2021年３月31日の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり期末配

当を行うことを決議した。

①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　 19,623千円

②　１株当たりの金額　　　　　　　　　　　　　　 　 ５円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　 2021年５月31日
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2021年８月６日

北越メタル株式会社

取締役会　御中

 

高志監査法人

　新潟県新潟市

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 片　　岡　　俊　　員 　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 竹　　田　　信　　一 　印

 

監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている北越メタル株式

会社の2021年４月１日から2022年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2021年４月１日から2021年６

月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2021年４月１日から2021年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すな

わち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、北越メタル株式会社及び連結子会社の2021年６月30日現在の財政状態

及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な

点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー手

続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年

度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認めら

れると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかどうか結

論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において四半期連

結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が適切でない

場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人の結論は、四

半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として存続でき

なくなる可能性がある。

・四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基

準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務諸表

の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさせる事

項が認められないかどうかを評価する。

・四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査人

は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査人の

結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な

発見事項について報告を行う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並

びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを

講じている場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管している。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていない。
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